
J H 3 A E F  東條 純一　　東大阪市

道楽　（前篇）　　　　　　　　　　　　　
趣味といおうか、道楽としようか、とにかく人生の何% と勘定できる位の長大な時間を費やし、莫大な資金をつぎ込んで、W I F E には、や
んやと愚痴られながら、私は今、ようやくH A M の世界で初期の目的の一つを完遂しつつある。
何の資産が貯まったわけでもない。世の中から喝采を受けたわけでもない。世の中では少数派のアマチュア無線の世界の、その中で
もまた1  グループであるD X C C  h u n t e r の集まりで、一つの決まりごとを完成させたまでのことである。結果として、毎度のごとく故J A 3 A R Y
大門O M にひにくられてきたとうり、金にもならないQ S L  C a r d がたまっただけである。
それでも本人は、いたって爽快で、充足感に満たされている。なにかしら自信のような、プライドのような快感にも浸っている。片方では
何がD X C C や、あほらしい、オモチャみたいなことしよって、という鋭い視線も感じないではないのだが。
まあいいか、D X C C を肴に飲み、食い、何時間でも楽しく喋れる仲間が沢山いるのだから。時には世界中からそんな仲間が集う楽しい
M e e t i n g も開催され、実に気楽に参加できるのだから。
これ即ちD O U R A K U というたぐいのものなのかも。

そろそろ本題に入るとしよう。ハムにとってアンテナは車の両輪のような関係であろうか。片一方でも無ければ何も始まらない。時には
名わき役にもなるが、時にはもう一寸と小言の一つも言いたくなる。A N T はまるで女房の存在みたいなものかも、、、。大きく違うのは、
嫌になったらいつでも取り換えがきくということか。大枚をはたけばそれなりに立派なのもくるし、財政ひっ迫時にはそれなりに質素なも
のでも通用する。和製にあきればW からでもE U からでも素材に事欠くこともない。

話は初めからいささか脱線ぎみである。少し修正しよう。R I G 然り、アンテナ然り、タワー然り、もはやアマチュア無線技師として技術に腕
をふるうことの少なくなってしまった技師ではあるが、まだ何と無く割合簡単に技師まがいのことのできるのはアンテナの分野だろうか。
といった具合で今回は、私のD x  H u n t i n g とA N T とS S N の係わりについてお話を進めさせていただくことにする。
私にとってアンテナは、いや屋上に横たわるアンテナの残骸は、ハムライフの一こま一こまを象徴するランドマークのような存在である。
それゆえ何となく愛着があり捨てがたく、エレメント、ブーム、マストへのクランプ、その他の細かいパーツまで、アンテナごとにまとめて
横たえている。けっして捨ててしまわないのは私流なのか、それとも、初期のころのアンテナハンドブックを原典に、少なくなった竹ざお
を探し、テレビのアンテナをつくる町工場から無理を言ってせしめてきたアルミパイプを材料に、八木アンテナやH B 9 C V 、クワッド、さら
にはスケルトンスロットとかいうハイカラなアンテナを作ったときの苦労がしみついて、そのような行動をとらせているのかも知れない。
たとえ何年も、いや中には十数年もの永きにわたり、空中で私のハムライフに貢献してくれたとはいえ、アンテナなんていうものはそうた
やすくボロボロになってしまうものではない。いや、そうならないように造られているのがアンテナなのだ。エレメントにしても、ブームにし
ても、ましてやトラップやローデイングコイル、マストクランプなどは、例えそれが錆びついていても、若き日の私なら喉から手が出そうな
くらい欲しかったパーツばかりである。捨ててたまるか。といった感覚でローカルの若い連中に「古いアンテナあるよ、あげるよ」と情報を
流してみた。

予想に反し手をあげた人はゼロにちかい。皆お金持ちなのか、H F のアンテナを上げる
スペースに問題があるのか、H F 人口が少なくなったのか、全てがその理由なのかも知
れないが、全く予想外の結果であった。
ちなみに今ころがっているものはA V 1 2 A V Q （トライバンドバーチカル）, T A 3 3 ( 定番のトラ
イバンド3 エレ八木、この間Q S Y ) , T H 6 D X X （知る人ぞ知るプレD X サー御用達の6 エレト
ライバンダー）, 2 0 5 B A S （少々マニアックな1 4 の5 エレフルサイズ八木）, C L 2 0 4 A （プレマ
ニアックな1 4 の4 エレフルサイズ八木）, 2 1 8 A （一寸毛色の変わった2 1 / 2 8 の4 エレデユオ
バンダー）, A F A 3 0 （1 0 メガ専用の2 エレフエイズドアレービーム）, C D 7 8 L ( 街中でこれを
振り回すのはさすがに私も気がひけた3 . 5 / 3 . 8 メガ用短縮ダイポール、嫁入り話あり) 、
ローテーター一台といったところである。
ついでにタワーについて。当時タワーを持ち、その上にH F の八木アンテナをのせてい
る局などなかなかお目にかかることはなかった。私などはインバーテッドV 、後にバーテ
イカルのトライバンダーがやっとであった。それでも「東條君、ラッカダイブが出ている
よ」などと突然電話してくださったりした故J A 3 C V 笹岡M D のお宅には、早くからタワーと
H F の八木アンテナがあがっていた。車で2 0 分ほどのローカルだったので、夜な夜なそ
の構造を探りに出向いたものだった。その結果、私のところにもタワーもどきが建つ結
果となった。現在の建物以前、木造二階建て診療所の屋上には物干しがあった。ロー
カルの町工場のオーナーであり、かつハムの故J H 3 B K S 氏から知識を得ながら、L 型
鋼、C 型鋼を組みあげて5 m ほどのタワーをおったてた。私なりに気に入った挙句、もう
一本3 m 程のも組み上げてT w i n  T o w e r と粋がった。当時はタワーを越す建物も無く、
てっぺんからは3 6 0 度の視界が開けた。奥様がおめでたで通院に付き添って来ていた
（故？）D J 5 R T  F r e d は、躊躇もなくタワーに登ってD J はあっちなどと話がはずんだ。自
前のタワーではあったがT A 3 3 、次にC L 3 3 とのコンビでかなりの実績が上がっていっ
た。開局して数年が経過し、がきの頃からの夢であった海外Q S O 、D X C C 狙いが現実
のものとなったのはこの頃であった。

写真 1  旧建物上に建てたツインタワー。ハム活
動の方向性が決まらず、さながらA N T の品評会



K R 6 の沖縄米軍の軍人が唸るように強力な信号でP h o n e p a t c h を通じ
W の家族と長時間Q S O するのを、声をひそめてW a t c h したのをはっき
りと記憶する。C y c l e 2 0 ( 1 9 6 8 ̃ 1 9 7 2 ) も最盛期だったのだろうか、とにか
く馬鹿強い信号が多かった。図　1
ぼちぼち国産やW 製のタワーが市場に流通しだした1 9 7 5 年、私の木
造診療所は新しく鉄筋二階建てとなり、屋上にはタワーの基礎も施さ
れた。建ったのは米T r i X 社のL M 4 7 0 D 、全伸2 2 m の電動4 段のクランク
アップタワーである。タワーは新しいドボヅケメッキの色が鈍くシル
バーに光り、まばゆいくらいであったが、新築の真っ白な建物壁と
マッチして、町工場街ではひときわ目をひいた。A N T は使ってきたC L
3 3 がそのままのった。
写真2
C y c l e 2 1 ( 1 9 7 9 ̃ 1 9 8 3 ) の到来をひかえ、せっかくT o w e r も建てたのだか
らと、次にのせたのはブーム長7 m , 最長エレメント9 m 、６エレメントのT
H 6 D X X 。S S N 2 0 0 超えのR e p o r t もでるC y c l e 2 1 の最盛期には、私のD X
C C  H u n t i n g は快調に進んでいた。中でもT H 6 D X X の1 0 m バンドは5 エ
レとして働き、サイクルの最盛期ともあいまってF i r s t  c a l l  f i r s t  r e t u r n の
快感も幾度となく味わわせてくれた。C y c l e の最盛期を過ぎる頃は、私
の獲得C o u n t r y 数は2 0 0 の大台にのっていた。その後もT H 6 D X X は太
陽黒点の如何を問わず、私の運用に大いにこたえてくれた。
写真3
図 2 　図 3
しかし、タワーを建てる局、八木アンテナを設備する局も多くなり、何
よりも局数が急速に増加し、何でもかでもいただきとはゆかない状態
になりつつあった。さらに私のD X h u n t i n g も通常のO v e r  s e a 局では飽
き足らない領域に入り,
狙うは珍局、或いは、数年に一度のP e d i 局が対象となり始めていた。
確実に狙った局をとにかく陥とすには、通例P e d i 局が最初に運用を
始める2 0 m  B a n d を確実に射止めるのが鉄則である。私にもその為の
設備が必要となってきた。そこで採用したのが2 0 m  B a n d  f u l l  s i z e の5 e l
e の八木アンテナH y g a i n  2 0 5 B A S であった。初めて1 1 m 超えのエレメン
トと1 0 m 超えのブームを組み上げた時には、実際このアンテナをタ
ワーの上に揚げられるのか大いに心配であった。何週間もの時間を
費やし何とか自分の手でアンテナをタワーの上に固定出来た時には
してやったりの感があった。更にその上に1 5 ｍ, 1 0 m  4 e l e 八木( C r e a t e
2 1 8 A ) をのせたのだから我ながら「ちとやりすぎかな」、、、、
写真4

図 1 　過去4 0 余年間のS S N の推移。近年はサイク
ルを重ねるごとに活動の低下傾向がみられる。左
端からサイクル2 0 ,  2 1 ,  2 2 ,  2 3 　縦軸に黒点数をとる

写真 2 　新設のL M 4 7 0 D タワーと、それ
にのるC L 3 3 。脇に1 2 A V Q バーチカル

写真 3 　H y - g a i n  T H 6 D X X

図 2 　サイクル2 0  2 1 における年別カントリー獲得数。
黒点活動が活発でなければカントリーもかせげない

図 3 　サイクル 2 0  2 1 におけるカントリー獲得総数の推移
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タワーを全伸すると地上高3 0 m 、自前のC 型鋼製のタワー時代からす
れば隔世の感があり、さすがの5 e l  f u l l  s i z e  八木もこの高さに収まれ
ば心地よい大きさに映った。そして、そして、打ち出す信号の威力は
敵何するものぞの感があり、C o u n t r y は増やせるは、パイルはぶち抜
くは、最も充実した一時期であった。ただ2 1 8 A 、1 5 / 1 0 m の4 エレは、
それまで使用してきたT H 6 D X X の1 0 m の威力があまりにも強力であっ
たため、かなりの実力低下となってしまった。ただ空の状態が今よりは
よほど良かったのであろう。根気でアンテナの弱点をカバーすること
の出来る時代であったようにも思える。
次に来たC y c l e 2 2 ( 1 9 8 9 ̃ 1 9 9 2 ) はS N N が1 6 0 超えの年が２年、その前後
に1 3 0 超えの年が2 年とD X H u n t e r には願っても無い好条件の年回り
であった。C y c l e 2 2 が陰りを見せ始めた1 9 9 4 年にはC o u n t r y 数はいよ
いよ3 0 0 をこえていた。
図 4 　図 5
H F 帯でのD X 通信は太陽の黒点周期に左右される。また、その黒点
数は約1 1 年の周期で増減し、黒点数が多い時期ほどH F 、その中でも
周波数の高い部分での通信が容易、確実に行うことが出来ることは、
誰しもが知るところである。しかし、私がいま、自分のD X  H u n t i n g の歩
みを後方視的に見たとき、ごく当たり前のように言われてきたことが、
これほどまでに強い因果関係で結ばれていたとは想像だにしなかっ
たことで、今更ながら人と自然のつながりの深さに感動させられた。
局の運用にも力がはいり、タワーは上げっぱなしになることが多かっ
たが、まわりは町工場であったり空き地であったりで、何年もの間、ま
わりの目を気にすることも無くハムライフを楽しむことが出来た。しか
し、時代の波は大きな変換期を迎え、散在していた町工場は次々と
郊外に移転し、跡地には、こともあろうに高層マンションが建つ時代
に突入していった。そしていつのまにか、3 0 m のタワーたりとて安心し
ていられる状態ではなくなっていたのだった。
設置当初ドボヅケメッキのシルバーに輝いていたタワーも、大阪の街
中のスモッグと粉塵にさらされ続けるうちに、メッキが落ち、特に日陰
になる北西面はすっかりどす黒い錆色に変化していた。建設時関与
した業者もタワー事業から撤退し、メンテナンスもままならぬまま数年
が過ぎていった。上げ下ろしをコントロールするワイヤーはステンレス
製だから大丈夫とは聞いてはいたが、台風の時ぐらいしか降ろさずに
上げっぱなしてきたタワーは、足元にいって引き降ろすにも不安が募
るほどの永い年月、2 5 ̃ 6 年が経っていた。
写真5
ハムショップを通じて打診するタワー関連業者も、取りあえずはやって
来るものの、一向に具体的な話には至らずじまいであてにならなかっ
た。と、ある年の春、関ハム（関西ハムフェステイバル）の会場に関東
のアンテナ業者( F T I ) のブースを見つけ、それとなく日頃の悩みを話
してみた。基礎は既存の鉄筋の建物であること、永らく使用してきた4
7 0 D が現用中であり、基台は建物自体に施されていること等が主たる
ところであった。と、以外にもF T I 社のある機種が今の基台にそっくり
取り付け可能という回答であった。何？うちのはW の4 7 0 D やで！あま
りの即答に一瞬危うさを感じ（この部分はF T I 社にはまことに失礼, 後
に絶対の信頼に変化）、その場はそそくさと退散した。その後も仔々
細々にわたるやりとりと検討の結果、あらゆる不安材料は払拭され、
遂に翌2 0 0 2 年5 月F T I 社製F D X 4 7 2 J 全伸2 2 m 4 段電動クランクアップタ
ワーが従来の基台の上におさまった。Ｃ型鋼のツインタワーから数え
て実に3 代目のタワーである。
写真6

写真 4 　H y - g a i n  2 0 5 B A S とC r e a t e  2 1 8 A

図 4 　サイクル 2 0  2 1  2 2  における年別カントリー獲得数

図 5 　サイクル 2 0  2 1  2 2  におけるカントリー獲得総数の推移

写真 5 　錆び色も激しい
旧L M 4 7 0 D  タワー

写真 6 　タワーの入れ替え、A N T の
載せ替え全てが一日で終了
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あれだけ労力と時間を費やしてやっとの思いであげた2 0 m ５エレF
u l l s i z e の八木や、更にその上にのる1 0 / 1 5 m の4 エレ八木の載せ替
えなど、F T I 社の熟練の技師連の前にはいとも簡単な作業のように
映った。T o w e r の入れ替えなど数日を要する難工事かと思いきや
、たった1 日で全作業が完了してしまったのにはおったまげた。何
よりも、彼らの仕事に対する誠実な姿勢と、確実な仕事ぶりにはす
っかり魅せられた。以来、私はあれほどおろそかにしていたT o w e r
のメンテも、A N T の載せ替えも、きまって彼らにお願いすることにし
ている。
ただ、A N T の組み上げや調整は必ず自分で納得のいくまで試行
錯誤し、アマチュア無線技師の面目を保つ努力を忘れないように
心掛けているつもりでいる。
F T I 社はいまやアマ無線界では知らぬ人のないほど有名になった
T o w e r ,  A N T の会社であるが、会社が東京八王子市にあるため、
関西をはじめ地方からは距離感があり、何かと不安を抱く人がい
ても不思議ではない。しかし、彼らの仕事に対する誠実さと仕事の
確実さは実に信頼に足るものがあり、このことは関東の業者という
距離感からくる不安をはるかにしのぐ重要なポイントといえよう。私
は常に、少し時間的余裕をもって連絡を入れるよう心がけている。
さて、あまり印象にないのだが、D X C C 何C o u n t r y との表現がE n t i t
y という表現に変更になったのはこの頃からだろうか。L i s t  上の名
前とC o u n t r y 、E n t i t y の語意を正確に考えれば、確かにE n t i t y と呼
ばれて然るべきと感じる。

ところで、私のシャックのM a i n  R i g の上方には今も古ぼけた紙切れが張られている。用の終わったお御籤が植木にくくりつけられ、よれ
よれになっているように。書かれた文字を読むのも苦労なくらい古びている。しかし、私にとってこの紙切れこそ毎日毎日にらみ続けた
大切なものである、いや、ほんの数か月前までは私を縛り付けていた大切な紙切れだったのだ。1 9 9 8 年も終盤にちかい頃だったと思
う、残っていた1 5  E n t i t i e s のP r e f i x とJ A からの方位をメモッタ覚書である。そのため用事の済んだE n t i t y には力強く斜線がひかれてい
る。斜線だけはいづれも黒々と判別できる。このあいだ、最後の一つK P 5 が真新しい斜線で消されたのだった。
私を悩ませた1 5 のE n t i t i e s とは以下のようなものである。人によっては、コツンと出会って何ほどのこともなく終わったE n t i t y も少なくなか
ろう。しかし、T N とS V / A はE U のさるD X  N e t に来る日も来る日もS h o w  U p し、私はもてもしないJ A 局ですという引け目を耳いっぱいに感
じながら、目的の局のO n  A i r を待ち、苦労の末にやっとの機会を得てQ S O にこぎつけた労作中の労作であった。考えようによっては抜
けないドパイルを必死になって呼ぶ方がどれだけ気分が楽かとも感じられる労作であった。年月はQ S O を果たした日付である。

C Y 9 ( S t . P a u l  I s l ,  1 9 9 8 )    　                  　　　 8 R ( G u y a n a , 1 9 9 9 - 2 )
S V / A ( M o u n t  A t h o s , 1 9 9 9 - 3 )      　　　           T N ( C o n g o , 1 9 9 9 - 3 )

P Y 0 S ( S t . P e t e r & S t . P a u l  A r c h i p e l a g o , 1 9 9 9 - 3 )  　　 3 C 0 ( A n n o b o n  I s l , 1 9 9 9 - 9 )
　　　　　　　5 A ( L i b y a , 1 9 9 9 - 1 0 )                　　　　　       V P 8 s o ( S o u t h  O r k n e y  I s l , 2 0 0 1 - 1 2 )

T I 9 ( C o c o s  I s l , 2 0 0 2 - 2 )                         P 5 ( N o r t h  K o r e a , 2 0 0 2 - 5 )
　　　　V K 0 M ( M a c q u a r i e  I s l , 2 0 0 2 - 6 )          　　　   V P 8 s g ( S o u t h  G e o r g i a  I s l , 2 0 0 2 - 1 0 )
　　　　　　C Y 0 ( S a b l e  I s l , 2 0 0 2 - 1 1 )             　　   V U 4 ( A n d a m a n & N i c o b a l  I s l , 2 0 0 4 - 1 2 )

K P 5 ( D e s e c h e o  I s l , 2 0 0 9 - 2 )

T N ,  5 A ,  P 5 ,  V U a / n , は政治上の理由により、S V / A は宗教の戒律により、K P 5 は環境保護上の理由により、他は絶海の孤島であるがゆ
えにというところがQ S O が困難な原因であったと考える。8 R はハム人口も少ないのであろうが、私とは相性が悪かったのかもしれない。

2 0 0 2 年いう年はC y c l e 2 3 ( 1 9 9 9 ̃ 2 0 0 3 ) の最盛期にあたる年でもあった。しかしS S N は従来のC y c l e ほど活発ではなく期待を大きく下回っ
てしまった。一方，D X 界は非常に活気がありP 5 北朝鮮、C Y 0 、T I 9 、V K 0 M 、V P 8 G などA c t i v i t y の低いE n t i t y からのP e d i が目白押しに実
施され、その上3 つのE n t i t y が新しくD X C C のL i s t に加わったりして我々H u n t e r を喜ばせた。私も首尾よくこれらのE n t i t y をいただき, つい
にD X C C  H O N O R  R O L L  m e m b e r の一員に加わることができた。D X  h u n t i n g を志してから3 2 年の歳月がたっていた。S h a c k を飾る定番
の楯は当然のことながらお金を出して送られてくるものであるが、「おめでとう、あなたを今日からH R メンバーの一人としてお迎えしま
す」などと大見出しで書かれた印刷物が送られてくるなどA R R L の、いや、アメリカ人のかも？E n t e r t a i n 精神の豊かさに感心しながらも
決して悪い気持ちはしなかった。
写真 7
H R 入りをはたし、D x  h u n t i n g もV U a & n 、K P 5 を残すのみとなり、いつ実現するわからないP e d i を待つ間にと、同じくA R R L の出す5  B A N D
 D X C C に挑戦することにした。5  B A N D とはもちろん3 . 5 、7 、1 4 、2 1 、2 8 の各バンド、いずれのバンドでも1 0 0  e n t i t i e s 以上のQ S L が求め
られている。上の3 バンドはすでに1 0 0 以上あるとして、７M H z はB A N D も開けやすく、すでにいくばくかの蓄えもあったが、3 . 5 / 3 . 7 M H z
はかなりの難関のように思えた。まず4 0 m から始めたのは、H R 入りしてすぐの2 0 0 2 年9 月であった。T o w e r にある2 0 m のビームは何時あ
るかもわからないB i g  p e d i のためにどうしてもおいておきたかった。仕方がない、T o w e r にD P をはりD X 局の多い7 M H z  b a n d  の下の方で,
日ごとB a n d  n e w 探しに没頭した。W a t c h を続ければそれなりの成果はあがっていくものの、D P ではP i l e には全くの無力、敗北感に泣く
日が続いた。
そんなある日、J A 3 L D H 高井先生が来局された。私は数年前、O M のS H A C K にすでにH R と5  B a n d D X C C の楯がしっかり飾られている
の見せてもらっていた。彼はA N T を見て開口一番「飛びそうなA N T やなあ」。勿論である。自慢の2 0 m  5 エレF u l l s i z e ですもの。しかし、
今、5  B a n d  D X C C 狙いの4 0 m  D P で悪戦苦闘している話になった。やっぱり4 0 m もビームA N T やでというところに話は落ち着いた。年が
明けて2 0 0 3 年4 月、後ろ髪を引かれる思いで2 0 m  5 エレを降ろし、クリエート7 1 4 X - 3 というこれまたマニアックな5  エレ八木があがった。
ブーム長は先のA N T と変わらないものの、エレメント長は長いもので何と1 4 . 4 m と、先のA N T を遥かにしのぐ長さである。4 0 m は3 エレとし
て働くが1 4 M H z ,  2 1 M H z は4 エレとなり、1 4 の5 エレに比べるとかなりのゲイン不足になった。その上2 8 M H z もW A R C  B a n d も無い。しかし

写真 7 　壁を飾る楯とステッカー類

J I 3 Z A G - N L  S e p t .  2 0 0 9     - p . 4 -



自分の今の目的、7 M H z のD X C C を大台にのせるにはこの選択が最
適と考えた。突然残りのV U a & n やK P 5 のP e d i が始まっても何とか対応
のとれるA N T だと考えるしかなかった。
さらにその次も考えて、マストのてっぺんには3 . 5  /  3 . 7 M H z 用の短縮
水平D P 、C D 7 8 を八木のブームに平行にのせた。長さは1 7 m 、一見、
八木の上にヤジロベーが乗っている感じである。
写真 8
予想どうり7 M H ｚの3 エレは望みどうりのP o w e r を与えてくれた。運用は
常にB e a r  f o o t でありながら狙ったD x 局からは必ずR e t u r n があり、年末
には早くも1 0 0 の大台を超え、2 0 0 4 年正月には8 0  /  7 5 m のW a t c h を始
めるに至った。

今やA N T は馬鹿でかいT r e e になっている。かっての町工場街も今で
はマンションや戸建て住宅の密集する住宅街に変わっていた。もは
や常時T o w e r を揚げっぱなしておく訳にはいかなくなっていた。8 0  /  
7 5 m のD x  h u n t i n g は1 0 月から3 月の間のみのO p e n であり、しかもJ A か
らは早朝0 4 : 0 0 J ̃ 0 7 : 0 0 と、年末のほんの一時期のみ夕刻にO p e n の時
間があるという厳しい条件である。2 0 0 4 年の正月からは早朝４時過ぎ
にT o w e r をF u l l  U p してW a t c h に入り、C o n d x の良い日には中東からE
U 、そしてB a n d がしずまる直前の0 7 : 0 0 J 前後には、運が良ければ南
米、北米のL P が狙えるという生活が始まった。0 7 : 0 0 J を過ぎると店じま
い、T o w e r を降ろすことも大切な日課となった。8 0  /  7 5 m を得意とする
L o c a l 局からは、大阪の街中で7 5 m のD x i n g 　？　どの位のN o i s e  L e v e l
 ？　A N T はどの位の高さに揚げられるの？　P o w e r は？と、どれ一つ
満足な答えにならないみじめな環境にいることを痛感させられた。さら
に私のQ T H 周辺には、丁度7 5 m  B a n d のD x 局の多い周波数帯に覆
いかぶさるように突然に表れるB C b a n d の混変調があり、折角のD x 局
にC a l l も出来ないことがしばしばだった。突然出だした3 の珍局？に
当初は常連各局も怪訝な面持ちであったが、旧知のL o c a l 局のさりげ
ない計らいで、あいつは何が何でもD x c c を狙っているやつとの認識
が浸透し、いつしか、違和感なくこのB a n d で活動できるようになり、の
ちには多大の協力をいただくことも少なくなかった。あまりのA c t i v e さ
と、遠慮無いC a l l に、時にはD x からひやかしや、助っ人が飛び出すこ
ともあった。参入当初どうなることかと思われた8 0  /  7 5 のD X C C も、
ちょうど2 年が経過する2 0 0 6 年１月には1 0 0  E n t i t y 超えの大台にのり5  
B a n d  D X C C は完成した。
写真 7
この間、2 0 0 4 年1 2 月、D X C C の残り2  E s のうちの1 つ、V U 4  A n d a m a n  
&  N i c o b a r  I s l . のD X  p e d i t i o n がおこなわれた。V U はV U 本土の他に、
A n d a m a n  &  N i o b a r  I s l . とL a c c a d i v e s  ( L a k s h a d w e e p ) I s l . の2 つのE n t i t i e
s をもつ。インド国内の政治情勢もありP e d i は非常に永らく実施されて
こなかった。確か1 9 8 9 年のL a c c a d i v e 以来と思われる。それ故に需要
も多く激しいP i l e になることは実施以前からささやかれていた。S ＳN の
低迷期でもあったが、幸いJ A からは比較的近距離で条件は悪くな
かった。私も開始当日にC o n t a c t を果たすことができた。大きな番狂わ
せが起こったのは、P e d i が始まって間もなく、無名のA n d a m a n  &  N i c o
b a r  I s l . の名を一日にして全世界の人々に知らしめた大地震とあの大
津波が起こったことであった。P e d i は直ちに非常通信に切り替わり、イ
ンド政府の救援活動に大きく貢献した。このことが同国内でアマ無線
の社会的地位の獲得に大きな力となり、その活動はますます盛んに
なってきている。
V U  a / n  とのC o n t a c t を果たしたことで、私のD X C C  h u n t i n g はK P 5 を残
すのみとなった。
図 6 　図 7
K P 5   D e s e c h e o  I s l とはカリブ海のプエルトリコの西2 0 k m に位置する入
島禁止の無人島である。絶海の孤島でもなくどちらかといえば誰で
も、何時でもちょいと渡れそうな位置にあり、しかも米領である。何が
そのように永らくH A M の、いや、人の上陸を拒絶し続けているのか。
今どき、一番声の大きい環境保護団体である野生生物、魚類保護の
組織が、この島の管理を米政府から仰せつかっているからだそうだ。
私は1 9 8 9 年３月に行われたP e d i の際C o n t a c t は果たしたつもりであっ
た。しかし、Q S L の発行者はN O T  O N  T H E  L O G とのことで、ついぞQ
S L  C A R D
の発行は受けられずじまいに終わっている。一度あることは二度ある
である。用心、用心。

写真 8 　C r e a t e  7 1 4 X - 3 と上にのる C D 7 8 のヤジロベー

図 6 　サイクル 2 0  2 1  2 2  2 3  における年別カントリー獲得数

図 7 　サイクル 2 0  2 1  2 2  2 3  におけるカントリー獲得総数の推移

J I 3 Z A G - N L  S e p t .  2 0 0 9     - p . 5 -



2 0 0 5 年1 1 月には関西では初めてとなるW o r l d  W i d e のD x  C o n v e n t i o
n 、アジアパシフィックD x C o n v .  ( A P D X C ) が私のQ T H からすぐ近くの
会場で開催された。大阪国際交流会館（よく学会などでも利用され
る）ラジオクラブ、I C O M の共催によるものである。海外からの参加者
の中には超大物のO N 4 U N （L o w  B a n d  D X i n g の大家で同名の著書が
ある。)   K 4 U E E （非常にA c t i v e なP e d i t i o n e r 、最近では3 Y やK P 5 のP e d
i を仕切る）V U 4 R B I （V U  a / n で久方ぶりのP e d i を実現させたが、地震と
津波のほうで一躍有名になってしまった）等など多数の面々が参加し
た。
K 4 U E E にはどうしても情報として聞いておきたいことがあった。講演の
合間に彼の前に歩みよると、いかにも人懐っこく「H i ,  B o b 」と自分の顔
を自分で指差した。すらっと背が高く、スリムなG e n t l e m a n であった。
「K P 5 の情報教えてーな。おれ、こいつだけが残ってんねん」「G r e a t  !
　やる、やる、もうじきやるよ」
「もうじきって何時ですねん？」「そらちょっとわからんわー」
それから数週間、K P 5 に向かってるやつがいる、との情報が伝わって
きた。そんなに早くご利益があったんやろうか。情報に従ってW a t c h に
入る。情報が少ないせいか、平日の早朝のためか、呼ぶものはわず
かである。それにしても信号が弱すぎる。おまけに雨が降り出した。私
のところでは雨が強くなると電柱から出るN o i s e が雨に比例して強くな
る。どうもJ A をエリア指定しているようだ。何とかなるかも。W a t c h を続
けるうちに大雨に。N o i s e も雨だれに同期したようにバリ、バリ、バリ。翌
朝も同じ時間帯にW a t c h をするが、何の信号も聴こえない。と「K P 5 の
連中はC o a s t  G u a r d に捕まって離島したとか」との情報が。これはB o b
の言っていた「もうじきな」のP e d i ではなかったらしい。
K P 5 の情報収集には抜かりがないようにしながら、5  B a n d  D X C C の
次、2 0 0 6 年2 月からは1 0 . 1 M H z のD X C C 狙いにとりかかった。4 0 m の時
と同様、先ずはD P で始めた。このB a n d はおおむねB a n d  c o n d x が安
定で、混信も少なく、M a n n e r も上々、S S N の低迷期にもかかわらず、
気持ちのよいQ S O を楽しめた。暖かくなったらと考えていたビームA N
T との入れ替えは少し遅れて7 月になった。T o w e r 上のマストのてっぺ
んにあるヤジロベーC D 7 8 にかわり、1 0 M H z のA F A 3 0   2 エレのフェイ
ズドアレービームA N T がのった。このB a n d もビームA N T になれば何処
の局であれB e a r  f o o t で充分で、翌2 0 0 7 年1 1 月までに1 0 0 E  オーバー
を達成した。
写真 9
次は1 8 M H z  、その先は2 4 M H z  B a n d と進む予定ではあるが、その場
合のA N T をどうするかは悩ましい問題であった。W A R C  B a n d  専用の
M o n o  b a n d e r やD u o , T r i  b a n d e r もある。さらに多B a n d のビームA N T も
ある。
色々思案していたところ、今、にわかに話題になりつつあるA N T のこと
をL o c a l  局から耳にした。S t e p p  I  R  A n t である。簡単には八木A N T の
エレメント長を内蔵のコンピューターが瞬時に計算し、計算された結
果にもとずいて内蔵のS t e p p  m o t o r が直ちにエレメントを繰り出すとい
う優れものである。各エレメントが全て同時に作動し、B a n d 幅内全て
の周波数に対応する。上のB a n d  e d g e 、下のe d g e 、いずれのP o i n t でも
M a t c h i n g が完璧にとれていているから素晴らしい。多くのH a m が少な
からず同様の発想はもってきたが、なかなか現実のものにならなかっ
た逸品とみてとびついた。私が採用したのは最も汎用されているタイ
プの3 エレ八木である。全てのB a n d でF u l l  s i z e として働き、1 4 M H z から
上は5 0 M H z まで全てに対応する。ちなみに商品名のS t e p p  I R  とは、
エレメントを繰り出すS t e p p  m o t o r から、I R はメーカーの社長のC a l l  s i g
n  K 7 I R にちなんでつけられた名前と拝察する。使ってみての感想は、
出る周波数全てでS W R  1 : 1 であるからI n t e r f e r e n c e の心配もなく気持
がよい。エレメント長の調整にも時間がかからず、大きな音も出ない。
使い始めて1 年そこそこではあるが、今のところ故障もなく、私のN e e d
s に充分答えてくれている。
このA N T を7 1 4 X の上にのせてみた。7 1 4 X は7 、1 4 、2 1 M H z のT r i  b a n d
e r であるため、両A N T のB o o m を同方向にすると、同一B a n d では干渉
が起こり、両者ともM i s m a t c h の状態に陥ってしまった。この障害を防ぐ
ため、B o o m の方向を9 0 度ずらして干渉を防いでいる。これら二つのA
N T の間には重複するB a n d ができることになってしまったが、私のH a m
 l i f e の変遷上、一時的には仕方のないことと考えている。
写真 1 0 　写真 1 1
2 0 0 7 年1 2 月、毎度のごとくD P で始めた1 8 M H z は、2 0 0 8 年7 月のS t e p p
 I R の導入により急速に結果を延ばし1 1 月には1 0 0 E の大台にのせた。

引き続き2 4 M H z に進んでみたものの、S S N  0 の日が大部分の今日
では、およそD X 局らしき信号が聞かれず、S S N の上昇を待つしか
ない状態である。
そうこうしているうちにも、2 0 0 6 年7 月にはE U のモンテネグロが独立
国家として誕生し、2 0 0 8 年1 0 月にはカリブ海に浮かぶS t .  M a r t i n か
らS t .  B a r t h e r o n y  I s l . が分離され新E n t i t y となった。いずれもC o n t a
c t は果たせたが、カリブのS t . B a r t h e r o n y  T O 5 D X とのQ S O には難
儀した。とにかくこのS S N 低迷期でのカリブとのC o n t a c t は、相手局
がよほどしっかりした電波を出してくれなければ、まともには聞こえ
てこないのだから。このS S N の状況では、近くおこなわれるというK P
5 のP e d i は先が思いやられるというものだ。
しかし、その時は確実に近づきつつあった。

写真 9 　7 1 4 X - 3 の上にはC r e a t e A F A 3 0
がのり、ヤジロベーは少し下へ

写真 1 0 　梱包を解いたS t e p p  I R  A N T 　梱包ケースの左側にエレ
メント長を調整するステップモーターとそのハウジングがみえる。
モーターは各エレメントの基部にすわる

写真1 1 　7 1 4 X - 3 　の上にのったS t e p p  I R  3 エレA N T . 。
ブーム方向を9 0 度ずらしている
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